



























てあるので,ヒー ト･リー クを無視することはできない｡ヒー ト･リー クのない理想的な場合,
加熱曲線はヒーターで熱を加える前後でサンプルの温度は一定であり,加熱による温度変化

























10. CWモー ド同期ピコ秒YAGレーザー ･同色素レーザーの
製作とその特性に関する研究
福 島 悟
モー ド同期 ピコ秒パルスレーザー (略してM.L.レーザー )は10112秒程度の狭いパルス
幅をもつ光パルス列を発生する｡ このようなレーザーは高速緩和現象などの解明には唯一直
接的手段と考えられる｡ この種の実験には,主に高繰 り返しCW M.L.Ar'レーザーが普
及 している｡ これに比べ CW M.L.YAGレーザーは多くの利点があるにもかかわらず実際
には,安定化された装置 とは言い難い｡この為,物性研究には使用されていないと思われる｡








折効果2)が生 じてお り,理論ではこの効果を取 り入れていない為であることが実験でわかった0
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